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この例は，同一園の場合についての樹間差をみたもの

であるが，柔らかい貧弱な糞が少なければ，ハマキム

シが棲息しにくいということは，園間の場合でも一丁般

的に言えるものと思われる。

すなわち．有害性を発揮しえない程度に抑えておく

ために，第一に必要なことは，殺虫剤散布ではなくて．

対象とする害虫が棲息しにくい環境を作ってゆくこと

である。

コカクモンハマキの場合，夏場から秋にかけての棲

息しにくい環境とは，二次伸長葉のような柔らかい貧

弱な葉が少ないことだと考えられる。

4　摘　　　　　要

1青森県で現在防除暦にのせているスミチオン，

エルサン，デナボンのコカクモソハマキに対する効果

が減退していることが判明した。

2　各薬剤の殺虫力には，世代による大きな差はな

いから，ある個体群に対する有効性の判定には，どの

世代を対象としてもよいものと思われる。

5　効果の減退のしかたは，個体群ごとにすべての

薬剤に対して平行的に進んでいることが示唆された。

4　効力減退の進行速度を鈍らせるためには，殺虫

剤利用のあり方もさることながら，栽培管理的な立場

からも考慮して行かなければならない。

訪花昆虫シマハナアブの授粉効果

′J＼　林　森　己

（岩手　県閲　読）

1　ま　え　が　き

農作物栽培上訪花昆虫の果たしている役割は大きい。

とくに果樹，野東煩においてその期待度が商いが，最

近この訪花昆虫減少に伴う結実確保が各地で問題にな

っている。ことに授粉作業に伴う労力経費の急増，冬

期栽培のハウス野菜煩の結実確保や，品質に問題があ

って早急に改善が必要とされる。

シマハナアブ（grま∫よα／i∫　eC reαJ宣∫

FABRICIUS）はこれらの問題解消のために開発され

た訪花昆虫であるが，その人工飼育虫を現地リンゴ園

に放飼して，授粉効果について検討した結果を報告す

る。

2　試　験　方　法

試験は岩手県岩手郡岩手町農協管内の，人工交配の

実施されないリンゴ成木園（紅玉主体50年生）20

aについて実施した。シマハナアブの放飼は，第1回

5月18日（開花始め5月15日）と第2回5月21

日（満開期）の2回にわたって行なった。放飼量は第

1回1，100匹，第2回1．550匹，雌雄対比はおよそ1

対1の割合で計2．°50匹を放飼した。同時に無放飼対

象園として人工交配の実施されないリンゴ囲うカ所を

選んだ。その一つは放飼園の南2Km離れた園地（A）

と，束に100mの場所の園地（B），北に5007花の場

所の園地（C）である。放飼園および対象園地の環

境は，周囲水圧＝こ囲まれ，畑作，雑木林の少ない平坦

な場所である。

調査は一　°月5日に品種別に中心果．側果，また花

叢における結実調査と，さらに6月25日に品種別に

種子の稔実状況について調査を実施した。

5　試　験　結　果

放飼時の気象状況は，第1回午前11時快晴，風速

Sl・07花／S，気温20．5℃，湿度40多，第2回午前10

時吼風速NO．5仇′S，気温22．0℃，湿度55．0多で

あった。

この放飼園は，19砧年より結実調査を実施してきて

いるが，中心巣についてみると，19日年189多，

19d7年51・1軋19d8年20．0乳，H d9年52．2

多，1970年58・9帝であって，5年間の平均中心果

結実率は28・2解である。また，満開期に放飼園での訪

花昆虫の活動状況について採集を試みた結果では，

1970年訪飼園での午前9時～10時間の種類．量は

Andrena・う二ノ1匹，ヒメカノノコテントウ（♪†＿

ケアy　α　α　タ払α　払Prd‘eimp払me　α　α　ノ・α－

戸川im THVNBERO）一匹であって，ミツバチ，

ハナアブ煩の活動はみられなかった。無故飼のA園に

おいては，12時～1時の間シマハナアブ1匹を採集

するのみで，きわめて訪花昆虫相の貧弱な状況にあっ
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た。さらに1971年の満開期に1970年同様時間について　　αよ比re ME工GElり1匹を採集し，前年より増加し

採集を試みた結果，訪飼園ではシマハナアブ8匹，ア　　ているが，Pollinator不足にあることがうかが

シプトハナアブ（ガ〝。PAiJ払∫　riγ∫αと仏∫　　　　える。

COqU工もLETで）1匹．ミツバチ2匹を採集，無放飼　　1授粉効果

園AではAndrona S P1匹，シマハナアブ1匹，　　　放飼園と無放飼園を比較した授粉効果については．

メスアカケパェ2匹，タネバェ（〟yJβ況再α　pJ－　　第1表に示した。

第1表　シマハナアブ放飼による授粉効果

区 品　　　 種

調 査

樹

調 査

花 叢
中 心 花 数 側　 花　 数

中 心 果

結 実 率

≡　 ≡＝

結 実 率

花　 者

結 実 率

結　 実 率

放　 飼　 園

紅　　　　　　 玉 5 5 0 0 S D O 1．2 2 1
4 5．5 啓 2 5．8 喀 8 2．5 帝 2 7 7 喀

ス タ ー キ ン グ

デ リ シ ャ ス
5 9 0 9 0 5 5 4 4 4 4 5 9．0 8 占．占 5 9．d

フ　　　　　　　　 ジ 5 9 D 9 0 5 7 4 4 1．1 4 2．2 9 7 ° 4 2．8

印　　　　　　 度 5 9 0 9 0 5 8 0 8 5．5 1 5．° 9 5．5 4 5．5

ゴ ー ル デ ン

デ リ シ ■ ス
5 9 0 9 0 5 8 ° 8 5．8 6 7 0 1 0 0 7 2．5

無 放 飼 園 紅　　　　　 玉 5 5 0 0 5 D O 1，2 7 6 7 2 5．5 2 0．0 8．5

A

無 放 飼 園

B

ス タ ー キ ン グ

デ リ シ ャ ス
5 9 0 9 0 4 D 5 2 5．5 1 2．2 5 4．5 5 8．5

紅　　　　　　 玉 5 5 0 0 S D O t 2 4 （～ 1 4 5 6，4 2 9．d ヱ9

無 放 飼 園　C
紅　　　　　　 玉 う 5 0 0 5 0 D t 2 8 9 2 5．7 ス8 5 8．7 2 7 7

このことから判明するように，紅玉についてみると放

飼園の結実率がすぐれ，無放飼園は低かった。ことに

A園での結実が少なかった。側黒についても同様な傾

向がみられ．花葦結実率についても無放飼園に不結実

花芽が日だった。放飼園における紅玉以外の品種につ

いても，中心果，側黒の結実率は高く，ゴールデンデ

第2表　想定稔実種子数と稔実種子率

リシャスについてみると，無放飼園のそれより訪飼園

での結実が著しくすぐれた。

2　種子稔実状況

さらに種子の稔実状況についてみると，第2表のと

おりである。

果 実 区 ロロ　　　　　 種 調 査 樹
調 査

果 数

想 定 種

子 稔 実 数
稔 実 種 子 数 同 稔 実 率

中 心 果

放　　 飼　　 園

約二　　　　　　　　 玉 5 d O d O O 4 1 1
d 鼠 0　 95

スター キ ングデ リシ ャス 5 占0 d O O 5 5 0 5 5 ．0

フ　　　　　　　　　　 ジ 5 8 0 d O O 4 4 0 7 ま 0

印　　　　　　　　 度 5 d O d O O 5 9 4 d d．0

無 放 飼 園

A 紅　　　　　　　　 玉 5 d O 8 0 0 5 8 7 8 1．0

B 紅　　　　　　　　 玉 5 d O d O D 5 7 4 8　2．0

C 紅　　　　　　　　 玉 5 ‘ 0 d O O 2 4 9 4 2 ．0

側　 果

放　　 飼　　 園

紅　　　　　　　　 玉 5 9 0 9 0 0 4 0 ° 4 5 ．0

ス ター キ ソグデ リシャス 5 9 0 9 0 0 5 5 8 5 8．0

7　　　　　　　　　　　 ジ 5 9 D 9 0 0 5 ° 2 ‘ 2．0

印　　　　　　　　 度 う 9 0 9 0 0 4 6 9 5 2．0

無 放 飼 園

A 紅　　　　　　　　 玉 5 9 0 9 0 0 5 8 5 4 5．0

B 紅　　　　　　　　 玉 5 9 0 9 0 0 5 4 2 5 8．0

C 紅　　　　　　　　 玉 5 9 0 9 0 0 5 0 2 5 4 0
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1果内の完全稔実した場合の種子数を5室10位と想

定した場合，中心黒についてみると，放飼園でのスタ

ーキングデリシャスを除いては，いずれも無放飼園よ

り稔実率が高く，無放飼園では，ことにC園が低かっ

た。側黒では，放飼園でのふじ，印度を険いては大差

がみられなかった。

5　稔実権千畳と果実割合

1果内の稔実種子数とその段階的にみた果実の割合

について，第1回に示した。

第1図　稔実種子数と果実割合（紅玉）

これによると，放飼園にあっては，1黒内稔実種子が

2個以下の果実はみられなく，また，5個以上の果実

の割合が高く，ことに10個完全稔実した果実が多か

った○　これに対し無放飼園では，1～2個しか稔実し

ていない果実がみられ，ことにC園では2～5個の果

実の占める割合が高かった。A，B，C園とも10個

完全稔実した果実は少ない憤向にあった。

4　お　あ　り　に

1971年の開花は，低温経過によって平年より7日程

遅れ，また，4月26日，28日の両日にわたって降

霜があったことから，試験園での結実が懸念されたが，

この地域は生育の遅れていたことから，葉の被害にと

どまって．雄雌芯の被害はまぬがれた。結実の良否は，

訪花昆虫の多少のほか，このような天候，その他の要

因の関係するところも大きいが，自家不親和性にある

リンゴの結実は，訪花昆虫に期待しなければならか、。

このことから人工交配の実施されない，しかも訪花昆

虫相の貧弱な園地で，人工増殖によったシマハナアブ

を放飼して授粉効果を検討した結果，無放飼園に比較

して，訪飼国での結実率はすぐれた。ことに稔実状況，

また，1黒内における稔実種子についてみた結果から

しても，放飼園果実の稔実種子率が高く，1果内10

個稔実果実の割合の高い憤向がみられた。このこと吼

果実の品質に大きな影響を及ぼすものと思われる。今

回は20aに対し，2．650匹を用いたが，これが10a

であった場合の放飼量の点などや，放飼時期など，放

飼事例を多くして，さらに検討を進めたい。

キュウリの温度管理に関する試験

第1報　春系キュウリの定植後の温度について

小山田光男・鈴木　　武・三浦　孝雄
（山形　県園試）

1　ま　え　が　き

寡日照下におけるハウスキュウリの生産安定を図る

ため，育苗および定植後の適切な温度を把握する目的

で，一連の試験を実施中である。

そのうち，昭和44年度に実施した黒いぽキュウリ

の定植後の温度管理について報告する。

2　試　験　方　法

1　品　　種：松のみどり

2　耕踵条件：播種1月14日，定植5月5日，

1ベット2粂植（9株′5・5刑），ポリマルチ使用，施

肥量（a当り）N2・OKg，P2051．05侮　K201．5K‰

5　区の構成：第1表のとおり




